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「聖体祭儀の中に教会の霊的富のす
べて、すなわち、我々の過ぎ越しで
あり生きたパンであるキリスト自身
が含まれている。キリストは、自分
の肉、聖霊によって生き、また生か
す肉によって、人々に生命を与え
る。」1 人間に対する神の愛は、こ



のように神秘的で筆舌に尽くしがた
い形で現れ、キリスト者の心の中
で、そして具体的にオプス・デイに
おける神の子らの心の中で、特別な
場を占めています。愛する創立者が
自らの模範と説教、文書を通して、
そう教えました。聖体は「カトリッ
ク者の霊的生活の中心であり根源」
2であると。

それゆえ教皇様が、「キリストの聖
体」の祭日に、全教会で「聖体の
年」を祝うことを公表されたとき、
心から嬉しく思いました。ご存じの
ように、聖体の年は、10月にメキシ
コのグアダラハラで行われる国際聖
体大会で幕を開き、2005年10月に開
催されるこの驚くべき秘跡に関する
シノドス（世界代表司教会議）で幕
を閉じます。

2000年の大聖年の理念を継続し、使
徒的書簡『新千年期の初めに』の精
神に従って、属人区の信者と協力者



そしてオプス・デイの暖かい精神に
育まれている人たちに、お願いしま
す。日々、教皇様に従い、全力を傾
けて、聖なるエウカリスチアがます
ます私たちの生活の中心になるよう
努力してください。また、この聖体
の年を、ロザリオの祈りを唱えて聖
母に付き添っていただき、聖ホセマ
リアの模範に倣ってすすんで聖櫃を
訪れ、聖なるホスチアとなったイエ
スに心を込めて Adoro te devote!
（謹んで御身を礼拝します）と申し
上げましょう。この目標をしっかり
定めて行いに表わしましょう。聖体
に対する信心が深ければ深いほど、
私たちの生活は価値あるものとなる
からです。

Adoro te devote, latens deitas,
quae sub his figuris vere latitas.

パンとぶどう酒の形態のもとに隠れ
ておられる神よ、謹んで御身を礼拝
いたします。



神は限りなくこの世を愛された

キリスト自身である聖体を個人的に
恭しく礼拝することから始めること
にしましょう。と言うのも、この秘
跡には「真に、現実に、そして実体
的に、我々の主イエス・キリストの
体と血がその霊魂と神性と共に、す
なわちキリスト全部が含まれてい
る」3からです。イエスは現存され
ますが、私たちには見えません。パ
ンとぶどう酒の形態のもとに隠れて
おられます4。「主はパンのうちに
隠れておられる。あなたを愛するあ
まり…。」5

被造物に対する愛ゆえに、聖体の
ベールのもと、この世に私たちと共
に留まってくださいました。「私は
幼いときから、なぜ聖体の秘跡を制
定なさったのか、その理由が完全に
理解できました。それはすべての人
の思いです。誰しも愛する人といつ
も一緒に居たいと思うものだからで



す。」6 人の子らと共にいることを
喜びとし（箴言8,31参照）、私たち
を孤児にすることを望まず（ヨハネ
14,18参照）、世の終わりまで私たち
と共に留まる決心をなさったキリス
ト（マタイ28,20参照）、そのキリス
トの愛の神秘を考察した私たちのパ
ドレは、別離を余儀なくされる人た
ちの姿を通して、この秘跡の制定の
理由を説明しました。「いつも一緒
にいたいと望んでいるのに別れねば
ならない、別れずに一緒にいたいけ
れどもその望みは叶えられない。」
そんな時、「思い出になるもの、た
とえば写真などを交換します。」し
かし、「いくら愛が強いと言って
も、人間にはそれ以上のことはでき
ません。」神であり人であるイエス
は、私たちを愛するあまり、この限
界を遙かに超えます。「私たちにで
きないことも、主はおできになりま
す。」主は「しるしではなく、現実
を残してくださいました。キリスト
ご自身がお残りになったのです。」



7 ベトレヘムでマリアから生まれ、
ナザレで働き、ガリラヤやユダの地
を巡り、ゴルゴタで十字架に付けら
れて死去され、三日目に栄光のうち
によみがえり、度々弟子たちにお現
れになった主がお残りになったので
す8。

カトリックの信仰はいつもこの同一
性、すなわち聖体の主と託身から復
活までの主とが同じ方であることを
宣言してきました。それは、最初の
弟子たちのようには主を見ることの
できないことを口実に、キリスト者
としての精神の貧しさを弁解する人
たちと、実際に主と接することがで
きれば、別の振舞い方ができたのに
という人たちの言い分を拒むためで
もあります。「今、多くの人が言い
ます。『主の体つきや姿、その衣類
や履物を見たいものだ。』しかしあ
なたは、ほら、そこに主を見、主に
触れ、主をいただいている。あなた
は主の着物を見たがっている。とこ



ろで、主はご自身をお与えになる。
単に見るためだけではなく、主に触
れ、主をいただき、あなたの中に主
をお迎えするために。だから、誰一
人として、不信感を抱いたまま、生
温い心で、主に近づいてはならな
い。だれもが熱く燃え、熱烈な愛と
自らを見張る心で近づかなければな
らない。」9

近くにおられる神

聖ホセマリアは、イエス・キリスト
が聖体のうちに実際に現存すること
を、全面的に受け入れ信じるよう教
えてくださいました。それは、主が
確かに私たちの生活にお入りにな
り、私たちも主の内に入り込むた
め、また、現実の人を見るかのよう
に、信仰の目で主を眺め観想するた
めです。主は私たちをご覧になり、
私たちに耳を傾け、私たちを待って
おられます。私たちに語りかけ、近
づき、探し求め、ミサ聖祭において



私たちのために自らをお捧げになる
のです。10

創立者はこう説明されました。人間
は主が「遠い星空のかなたにおら
れ」、被造物のことを心にかけてお
られないかのように考えがちで、
「常にそばにいてくださること」11
を信じようとしません。創造主と
は、人間と全く異なる御方で、人間
生活を織り成す大小様々な出来事な
どには関心がないと考えている人と
出合ったことがあるでしょう。しか
しながら、私たちはそうではないこ
とを知っています。「主は高くいま
しても、些細なことがらを見ておら
れます。」（詩編138,6ヴルガタ訳）
愛情深く一人ひとりをごらんにな
り、私たちに関するすべての事柄に
関心をお持ちなのです。

「私たちの信じる神は、努力や戦い
や苦しみなど、人間の境遇に関心を
持たずに遠く離れたところにいる方



ではありません。神は御父であっ
て、その子供たちに深い愛を示し、
その愛ゆえに聖三位一体の第二のペ
ルソナである『みことば』までも遣
わしてくださいました。人となった
『みことば』は、私たちを救うため
に死去なさったのです。そして今、
いつくしみ深い御父が、私たちの心
の中にお住まいになる聖霊の働きを
通して、私たちを御自分の方へ優し
く引き寄せてくださいます。」12 私
たち一人ひとりを限りなく愛し、限
りない関心を示す神は、御子が託身
し、兄弟である人間と同じように働
き苦しむようになさっただけでな
く、聖なるホスチアに残るようにも
してくださいました。主はまさにエ
ンマヌエル、私たちと共においでに
なる神です。「創造主は被造物にあ
ふれんばかりの愛情を注いでくださ
いました。主イエス・キリストは、
その慈しみの証拠である他のすべて
の行いも充分ではないかのように、
聖体を制定してくださいました。そ



れは、私たちが主の傍らにいること
ができるようにするためであり、私
たちが理解できる範囲で言うなら
ば、愛に駆られた主が、何も必要と
しない方であるのに、私たちを無視
することをお望みにならなかったか
らです。」13

礼拝の行為

この信仰と愛の神秘を前にして、私
たちは伏して礼拝するほかありませ
ん。礼拝は、どうしても必要です。
礼拝によってしか、聖体が、御体と
御血、霊魂と神性ともども、真に、
現実的に、実体的に現存なさるキリ
ストであるという信仰を適切に表明
できないからです。この礼拝の姿勢
はまた、私たちの熱烈で全面的な愛
が、私たち一人ひとりに対するイエ
スの計り知れない愛に相応しく応え
るためにも必要です。（ヨハネ13,1;
ルカ22,15参照）。聖体のキリストは
神ですから、その礼拝は外的な行為



であると同時に、内的信心、つまり
互いに愛し合うことに現れなければ
なりません。型どおりに典礼を守る
だけではなく、内的な奉献を外に表
すものなのです。「ミサ聖祭におい
て、神を礼拝し、創造主に対する被
造物の第一の義務を愛の心で果たし
ます。『あなたの神、主を礼拝し、
ただ主だけに仕えなさい』（第二法
の書6,13; マタイ4,10）。召し使いの
ような冷たい儀礼的な礼拝ではな
く、親密な敬いと愛情、つまり子と
しての真心がこもった愛の表明で
す。」14

頭を下げる、お辞儀をする、ひざま
ずく、ひれ伏すなどの礼拝の動作
は、常に尊敬と愛情、従順、自己放
棄、一致への望み、奉仕であって、
決して卑屈な態度ではありません。
真の礼拝なら、親密さを欠いたよそ
よそしい態度ではなく、一致を望む
愛から生まれる態度のはずです。
「神の子であるなら、子が父に対す



るように神に近づきます。主に対し
ては、奴隷のような接し方や形式的
儀礼的な敬いではなく、誠実で信頼
心にあふれた態度を取らねばならな
い」15からです。

聖ホセマリアは、いかに小さな点で
も、信心の作法をとても大事にして
おられました。これら些細な事柄に
は深い意味があります。内的な細や
かさや信仰と愛徳の質を表わしてい
るのです。「今は誰でも神とお付き
合いに関してせかせかしすぎます。
（…）急がないでください。信心深
くひざまずく代わりに、体をひねる
ような格好などしないでください。
そんなのはあざけりです。（…）こ
のように信心を込めて、ゆっくり、
そしてしっかりと膝をついてくださ
い。そして、聖体のイエス・キリス
トを礼拝すると同時に、心の中でこ
う申し上げるのです。Adore te
devote, latens deitas 隠れておいで



になる神よ、御身を礼拝します。」
16

創立者はすべての聖体信心に浸透す
べきこの愛の心を非常に重要視して
おられました。聖体のイエスを礼拝
する行いは、私たちに対する神の愛
を観想することから、その神の愛を
礼拝の心で宣言することに移ってゆ
きます。しかし、この礼拝は、いか
に言葉が大切であるとはいえ言葉だ
けに終わってはならず、特に外的な
行いと内的な奉献に表わされなけれ
ばなりません。「一人ひとり、心の
中で主に次のように申し上げたいも
のです。『どのようなことがあって
も御身から離れまいと思っておりま
す。御身は、パンとぶどう酒のもろ
い外観のもとに、無防備な状態で私
どもの間に残ってくださいましたか
ら、私たちは自ら進んで御身のしも
べになります。』」17 聖トマス・ア
クィナスは、ダマスコの聖ヨハネの
教えを受け入れて説明しています。



本物の礼拝において、体の外面的な
へりくだりは、霊魂の内的信心、つ
まり神に従い神に仕える熱望を表
し、そして促す18、と。

御身をお愛しします、御身を礼拝し
ますと、ためらわずに申し上げま
しょう。進んでそうすべきです。し
かし、主のお望みに自らを縛りつ
け、そして従うという行いによっ
て、その言葉に値打ちを与えなけれ
ばなりません。「主である神は、毎
朝、皆さんが主をお迎えするとき、
次のように繰り返すことをお望みで
す。主よ、御身であることを信じま
す。秘跡の外観のもとに隠れて実際
におられることを信じます。御身を
礼拝し、御身を愛します。聖体訪問
の時に、また改めて繰り返しなさ
い。主よ、聖櫃に現存なさることを
信じます。御身を礼拝し、御身をお
愛しします。こうすることが主に愛
情を持つことなのです。こうして日
毎に主への愛が深まっていきます。



一日中、次のように考え、実行し
て、主を愛し続けてください。聖櫃
から私たちを導いておられるイエ
ス・キリストに愛を示すために、物
事を最後までやり遂げますと。」19

Tibi se cor meum totum subiicit,
quia, te contemplans, totum deficit.

御身を見つめながらも全く見通す力
のないわたしは、心のすべてを委ね
ます。

愛の神秘を前に驚嘆する

聖体におけるイエス・キリストの献
身を前に、聖ホセマリアは度々、
「主はあなたのために留まられた。
あなたを愛するあまり、これほどま
でへりくだってくださった」20と
言っておられました。こんなに深い
神の愛を考えると、信者の心は電撃
でも受けたかのように驚嘆し、主に
すべてをお捧げしてその愛に応えた
いと望みます。「この愛の神秘ほど



驚嘆すべきものはないと思われま
す。」21 このような感性、このよう
な知性と意志の心構えを育てましょ
う。父親の贈り物に感嘆する子供の
ように純朴な心を持ち続け、慣れに
陥らないためです。また、心から感
謝することも忘れないようにしま
しょう。「イエス様、ありがとうご
ざいます。哀れな私たちのすべての
必要を満たしてくださるため、この
ように深くへりくだられたことを心
から感謝いたします。」22 こうして
当然ながら、父なる神を賛美するた
めに歌い始めます。主は御自分の御
独り子の身体と血でこの世の子らを
育もうとお望みになりました。常に
主を誉めたたえましょう。いくらた
たえても、充分とは言えないのです
から23。

イエスが聖体にお留まりになったの
は、私たちの弱さや疑問、恐れや苦
しみをいやすためです。また、私た
ちを孤独や困惑や失望から救い、私



たちと共に歩み、私たちの戦いの盾
となるためです。そして何よりも、
私たちに愛することを教え、愛であ
られる主に引き寄せるためなので
す。「祭壇上の聖体顕示台に安置さ
れた聖なるホスチアを眺めるとき、
キリストの深い愛と優しさを考えな
さい。あなたたちに対して抱く私の
愛を考えると、私にはキリストの聖
心がよく分かる。遠くで働きなが
ら、あなたたち一人ひとりの傍らに
いることができるなら、大喜びでそ
うすることだろう。

ところで、キリストならそれがおで
きになる。そして、世界中のすべて
の心が抱くことのできる愛を遙かに
越える深い愛で私たちを愛する神が
残ってくださったのである。私たち
がいつもキリストの聖なる人性に一
致していることができるよう、また
忠実になれるよう助け、慰め、力づ
けるためである。」24



｢私の思いは、あなたたちの思いと異
なり、私の道はあなたたちの道と異
なる、と主は言われる。天が地を高
く超えているように、私の道はあな
たたちの道を、私の思いはあなたた
ちの思いを、高く超えている。｣（イ
ザヤ55,8-9）聖体は人間がいくら考
えても充分に理解できません。それ
は単にキリストが秘跡の形態のもと
に現存なさることが、私たちの知性
で全面的に理解することはできない
神秘であるだけでなく、聖体という
キリストの贈り物、つまり自らを与
える行いが、ちっぽけな人間の心に
は、たとえすべての人間の心を合わ
せても、絶対に納めきれないからで
す。この神の寛大さは、私たちの知
力で理解できないことのように思わ
れます。度々私たちを脅かす大小
様々な利己主義とは全く異なるから
です。

「後にも先にもこれ以上の馬鹿はあ
るまいとも言うべき前代未聞の馬鹿



は＜彼＞である。誰のために身を献
げたかを考えてみれば、＜彼＞の狂
気のような献身にまさる献身があり
得るとは考えられない。

なぜこう言うのか。いたいけない幼
子になってくださったこと自体が狂
気の沙汰だから。しかし、それだけ
なら、大勢の悪人も敢えて手荒く扱
わずに心を和らげたことだろう。ま
だ足りないと考えられた御方はさら
にへりくだって自らを捧げ、食物と
なられた。パンになってくださった
のである。

神的な狂気としか言いようがない。
『人々は御身をどのように扱ってい
るのでしょうか。』『私自身は、ど
うでしょうか。』」25

秘跡の内に現存するイエスに近づく
ためには、心を大きくしなければな
りません。確かに信仰が必要です。
しかし、聖体の人になるには、それ
だけでなく、皆のためそして一人ひ



とりのために御自分をお捧げになる
キリストを、人間のわずかな可能性
の範囲内ではあっても真似て、「愛
し」、「人々に自らを捧げる」こと
ができなければなりません。聖ホセ
マリアは自分の経験をもとに、こう
打ち明けました。「ひんぱんに主を
訪問するか否かは、二つの要素にか
かっている。すなわち信仰と心、言
い換えれば、真理を見、そして真理
を愛するか否かの問題である。」26

聖ホセマリアの＜び＞で

創立者は非常に若いときから、聖体
にお留まりになるキリストの愛を心
の底から味わわれていました。それ
は、「切り分けることができる」く
らいの大きな信仰があり、愛するこ
とを知っていたからです。「愛する
人として自らを模範」として示すこ
とができました。だから、秘跡を通
して、ご自分を私たちにお与えに
なった主の「愛の狂気」に「心奪わ



れ」、私たち一人ひとりのために極
みまで自らを無とし、そしてへりく
だる主のことを理解したのです。ま
た同じ理由で、群集の中の名もない
一人のような態度にならずに、キリ
ストの愛に応えることができたので
す。聖ホセマリアは、聖体におい
て、自分のため、すべての人のため
に身を捧げるキリストが直接個人的
に要求なさっていると考えていたの
で、ミサ聖祭について述べるとき、
「イエス、＜私たちの＞ミサ…」27
と書くことさえできたのです。

愛すべき創立者のこの道行きを日々
歩み始めましょう。度々、聖ホセマ
リアがされたように使徒の言葉を借
りて主にお願いしましょう。「信仰
を増してください」adauge nobis
fidem! そして、常に人々に仕えるこ
とができるよう「マリアノ−創立者
−の学び舎」で学ぶことにしましょ
う。まず、犠牲に裏打ちされて活き
活きとした愛のうちに、身近な人を



見守り、手を差し伸べることです。
こうして私たちも、聖体に留まる神
の愛の神秘に入り込み、キリストの
いけにえに深く一致することができ
ます。同時に、聖体の主を愛するな
ら、人々に仕えるよう促されるはず
です。しかも、人に気づかれること
も、気付かせることもしないで、主
のように隠れて過ごします。「イエ
ス・キリストが地上に来られ、そし
て聖体において人々の間に留まられ
たのは、愛のため、愛することを教
えるためだったのです。」28

私たちは oblatus est quia ipse
voluit（イザヤ53,7ヴルガタ訳）「自
ら望んでご自分を渡された」イエス
に倣って振る舞わなければなりませ
ん。いつも、愛する人に自らを与え
て献身し、期待され要求されること
を果たそうと固く決意するのです。
それには、心を清く保つ必要があり
ます。常軌を逸した自我が生み出す
自堕落を捨て、清い愛にあふれてい



なければならないのです。「愛の外
的表現は、心から生まれなければな
りません。また、それは信者らしい
振る舞いとなって継続されなければ
なりません。（…） 私たちの言葉
は、人を慰め、人を助ける言葉であ
るべきですが、特に、神の光を人々
に伝えることができるよう、真実、
明白、適切であるべきです。」29

本当に「聖体の人」であるならば、
大切なこととはいえ一連の典礼儀式
を忠実に守るだけではなくて、極め
て寛大に自らの命を私たちに与え、
また与え続けておられるお方への愛
ゆえに、私たちの心と命を余すとこ
ろなく捧げるはずです。イエス・キ
リストを愛し、迎え入れ、そして仕
えるために、無条件の寛大さと謙遜
を聖母に教わりましょう。愛する創
立者が勧めておられたように、聖母
が「胎内にキリストを受け入れるた
め、原罪なしに宿られた」ことを
度々黙想しましょう。そして、この



勧めに続く質問に答えてみましょ
う。「感謝が、賜物と功徳の間の違
いに比例したものであるべきなら、
私たちの一日全体を、絶え間ないエ
ウカリスチア、つまり捧げものにす
べきではないのでしょうか」30

Visus, tactus, gustus in te fallitur,
sed auditu solo tuto creditur.

今ここに、見るところ、触れるとこ
ろ、味わうところでは、御身を認め
ることができません。ただ聞くとこ
ろによってのみ確信します。

信仰の光で

聖なる秘跡を前にして五感が何の役
にも立たないことは歴然としていま
す。知性が事物を認識するときにた
どる通常の道・感覚的な経験も、こ
こでは充分ではありません。聖体に
関するかぎり、役立たずの感覚を補
うのは聴覚だけです。神の言葉は精
神の理解能力を越える事柄を明かし



ますが、信仰によってそれを受け入
れて初めて、目にはそうとしか見え
なくても、実体はパンではなく、キ
リストの体であり、またぶどう酒は
ではなく、贖い主の血であることを
知るに至るのです。

知性も失敗します。パンとぶどう酒
の感覚的な面−形態−を留めながら
も、実体的な現実はキリストの体と
血である得るということを理解する
のは、知性にとってはできない相談
であるからです。「理解しがたいこ
と、見えないことを、自然のレベル
を乗り越えて、生き生きとした信仰
が保証する。」31

聖体の神秘を前にして、人間理性は
不可能と判断することが、実は確実
な事実であることが分るのは、この
信仰の徳のおかげです。「主よ、御
身を固く信じます。信仰をくださっ
たことを感謝します。御身を信じ、
御身の比類のない愛を信じます。御



身は、聖変化の後、祭壇上に実際に
現存され、また聖櫃に留まってくだ
さいました。私は、御身の御声を耳
にし、御身を眺め、御身に触ること
ができるよりも確かなこととして、
聖体の御身を信じます。」32

「キリストご自身、そしてパンとぶ
どう酒との外観の下に実際にましま
すイエスを信じるなら、私たちの全
信仰を表すことになる。」33 また、
創造主の力も信じます。「これは私
の体である」と宣言し、そして「こ
れは私の血である」と続けるイエス
を信じます。みことばが聖母の胎内
で人となったとき、また感嘆すべき
聖変化・実体変化が実現するとき、
驚嘆すべき働きをなさる聖霊を信じ
ます。

次のように教える教会を信じます。
「我々の救い主キリストは、パンの
形態の中に捧げたのが自分の真の体
であると言われた。（マタイ26,26以



下、マルコ14,22以下、ルカ22,19以
下、1コリント11,24以下参照）従っ
て、神の教会が変わることなく常に
信じてきたことを、この聖なる公会
議も繰り返して宣言する。すなわ
ち、パンとぶどう酒の聖別によっ
て、パンの実体はことごとく主キリ
ストの体の実体となり、ぶどう酒の
実体はことごとくその血の実体に変
化する。聖なるカトリック教会は、
この変化を正確かつ適切に全実体変
化と言い表している。」34

この公会議と全聖伝を受け継いで、
後年の教導職は次のように強調して
います。「この神秘についてある程
度理解しようとする神学上の説明は
みな、カトリックの信仰から外れな
いために、次の点を維持しなければ
ならない。すなわち、その現実自体
において、人間の精神とは独立し
て、パンとぶどう酒は聖変化の後、
存在をやめたと主張しなければなら
ない。したがって、我々の前に現実



に存在するのは主イエスの崇拝すべ
き体と血であると主張すべきであ
る。」35

特に、この「聖体の年」には、聖体
に関する教会の教導職文書のうち、
幾つかの重要なものを再読し、黙想
するよう勧めます。36これら尊ぶべ
き諸文書を深い感謝の心で受け入
れ、これらの教えの中で、イエス・
キリストの権威によって伝達される
神の言葉に対する「信仰の従順」を
強めましょう。37

Credo quidquid dixit Dei Filius: nil
hoc verbo veritatis verius.

神の御子の言われたことは、何事で
あれ信じます。この真理の言葉にま
さるまものは、世にないからです。

いのちを与える言葉

私たちの信仰は主の言葉そのものを
根拠としています。教会はその言葉



をあるがまま、つまり完全に現実な
意味で理解してきました。パンと魚
を増やした後、主は仰せになりまし
た。「私は天から降ってきた生きた
パンである。このパンを食べるなら
ば、その人は永遠に生きる。私が与
えるパンとは、世を生かすための私
の肉のことである。」（ヨハネ
6,51）比喩的にお話になったのでは
ありません。もし、そうであったの
なら、幾人かの弟子たちも含めて大
勢の人がこれらの言葉につまづいた
とき、説明の仕方を変えたはずで
す。しかし、そうなさらないどころ
か、逆に、力強い調子で仰せになり
ました。「私の肉を食べ、私の血を
飲む者は、永遠の命を得、私はその
人を終わりの日に復活させる。私の
肉はまことの食べ物、私の血は真の
飲み物だからである。」（ヨハネ
6,54-55）人々がこの食べ物を感覚で
捉えることのできる物的な糧だと考
えることのないように、お続けにな
ります。「命を与えるのは『霊』で



ある。肉は何の役にも立たない。私
があなた方に話した言葉は霊であ
り、命である。」（ヨハネ6,63）

これは、Verbum spirans amorem、
つまり愛の言葉であって、愛に導き
ます。神の愛を人類に現わし、福音
（良い便り）を告げるからです。
「三位一体の神は人間が非常に気に
入っおられたのです。」38 私たちの
ことを、どうでもいいとお思いにな
るはずがありません。困っていると
きに助けに来てくださらないことが
あるでしょうか。「シオンは言う。
『主は私を見捨てられた、私の主は
私を忘れられた』と。女が自分の乳
飲み子を忘れるであろうか。母親が
自分の産んだ子を憐れまないであろ
うか。たとえ、女たちが忘れようと
も、私があなたを忘れることは決し
てない」（イザヤ49,14-15）。神
は、人となられたみことばの、人と
しての心を通して、私たち一人ひと
りを気遣い、見守っておられます。



「イエスは空腹や苦痛に心を動かさ
れましたが、特に無知に同情なさい
ました。『イエスはおびただしい群
衆を見て、牧者のない羊のようなそ
の人々を憐れみ、長時間教えられ
た』（マルコ6,34）」39

信頼の態度

自然のレベルでは、学問や知識の基
礎として感覚的な経験を重んじま
す。しかし目が、「地上のものごと
に張り付いている」と、創立者が書
き記したようなことが起こりやすい
し、起こっても不思議ではありませ
ん。「心の眼が鈍り、理性は自力で
すべてが理解できると信じて神を除
外します。（…）人間の知性は自分
が宇宙の中心であると思いこみ、
『神のようになる』（創世記3,5）こ
とに夢中になり、自己愛で一杯に
なって再び神の愛に背を向けるので
す。」40 現代は「人間をすべての中
心に置こうという世界的な風潮や、



人間の超越的な召し出しを知らない
物質主義の雰囲気を助長していま
す。」41 そのような時、私たちは、
他者に対して開かれた態度、他者の
言葉を充分に信頼する態度を、自分
のうちに、そして周りの人々のうち
に、育てなければなりません。

少し前に、「神による浪費」42とも
言えるエウカリスチアを理解するに
は、「愛することができなければな
らない」と書きましたが、それと同
じように「耳を傾けること」、そし
て何よりも、神と教会に信頼を寄せ
ることが大切であることも考えてく
ださい。信仰とは、知性の服従であ
ると同時に、知性の高揚です。聖体
のイエスを信じるならば、私たちを
神からも人々からも遠ざける不幸な
渦から解放されます。また「悪の中
でも最悪の悪」を秘めた「すべてに
おける思い上がり」43から身を守る
ことができます。このように、パン
の形態の下に隠れた神のみことばに



知性を服従させるなら、自分の感覚
や判断だけを頼りにしないために、
また誤ることも人を誤りに導くこと
もあり得ない神の権威を心の中で強
めるために、助けになることでしょ
う。

聖櫃には力の源が隠れています。聖
櫃は、疑いを退け、恐れや心配を取
り除くために、もっとも確実な避難
所です44。これは新約の秘跡であり
永遠の契約、最終的かつ決定的に新
しい契約です。これ以上の可能性は
ないからです。キリストなしには、
人は暗闇の世に住むことになるで
しょう。キリスト信者の生活も、主
から離れてしまうと、ますます暗闇
に閉ざされることでしょう。この秘
跡の有する永遠の新しさによって、
古いものや不信や罪が永遠に追い散
らされるのです。「はかないものや
危険なものはすべて、また、失望、
不信、悲嘆、卑怯など、役に立たな
いものは、すべて捨て去られなけれ



ばなりません。聖体は神の子たちに
神的な新しさを与えたのです。従っ
て、気持ちや振る舞いを一新し、in
novitate sensus（ローマ12,2）考え
方を改めて、この恩恵に応えなけれ
ばなりません。私たちには、活力の
新たな原理である強力な根、主に接
ぎ木された根が与えられたので
す。」45

In Cruce latebat sola deitas, at hic
latet simul et humanitas.

十字架上では神の本性だけが隠れて
いましたが、ここではその人性も隠
されています。

カルワリオのキリストと共に

聖体祭儀は、私たちをカルワリオへ
と導きます。「ミサにおいて行われ
るこの神的ないけにえの中で、十字
架の祭壇上で血を流して自分自身を
神に捧げた（ヘブライ9,27）その同
じキリストが現存し、血を流さずに



自分自身を捧げている。（…）捧げ
ものは同一である。あの時、自分を
十字架の上で捧げたキリストが、今
司祭の役務を通して捧げているから
である。違うのは捧げ方だけであ
る」46からです。そして、カルワリ
オへは、「ただ深い信仰をもって思
い出すだけでなく、実際にそれに触
れながら、近づきます。なぜなら、
聖別された奉仕者の手を通してこの
いけにえを捧げる共同体の中で、そ
れは＜新たに現存化＞され、たえず
秘跡として永続するからです。」47

ゴルゴタのイエスの近くに、もう一
つの十字架があり、そこに良い盗賊
ディマスがいます。私たちはこの盗
賊と共に、同じ御方を仰ぎ、劇的な
出来事に参与しています。また、私
たちは、ディマスと同じように、こ
の御方を固く信じ、あるいは信じた
いと望んでいます。彼はイエスが神
の国をもたらした方であることを信
じました。そして痛悔した彼は、キ



リストと共に御国にいたいと願いま
した。私たちも同じように、私たち
を救うために人となられた神の御子
が神であることを信じています。し
かし、私たちとあの痛悔した罪人と
の間には違いがあります。盗賊はキ
リストの人間性を見たものの、その
神性を見ることはできなかったのに
対し、私たちは秘跡におけるイエス
の神性も人性も眺めることができな
いのです。

痛悔した盗賊

もう一人の悪人と違ってディマスは
自分の非を認め、当然の報いとして
罰を受け入れ、「この方は何も悪い
ことをしていない」（ルカ23,41）
と、イエスが聖なるお方であること
を宣言しました。私たちを主の御国
に受け入れてくださるようお願いし
ましょう。もっと清くなって主を心
にお受けするために、罪を告白し、
赦しをお願いしましょう。また必要



なら、教会が教えるように、真実の
痛悔をもってゆるしの秘跡に与りま
しょう。

「聖なる儀式に近づくためには充分
な準備が必要である。（…）キリス
ト者は、最上の準備をしてこの秘跡
に近づくようにしなければならな
い。このことについて使徒は次のよ
うな恐ろしい言葉を使っている。
『主の身体をわきまえずに飲食する
者は、自分自身への裁きを飲食する
ことである。』（1コリント11,29）
したがって、聖体を拝領しようとす
る者は、『おのおの自分を調べなけ
ればならない』（1コリント11,28）
というパウロの命令を思い出さなけ
ればならない。

大罪を持つと自覚する者は、たとえ
痛悔したと思っても、ゆるしの秘跡
によって罪の赦しを受けた後でなけ
れば聖体を拝領してはならない。こ
れは教会の慣習である。」48



十字架につけられたキリストの謙遜
な姿に感動したディマスは、空元気
（からげんき）に駆られたりせず、
反抗したい心に打ち勝って苦しみを
穏やかに受け入れました。「ベツレ
ヘムでの、ナザレトでの、カルワリ
オでの、イエスの謙遜。しかし、聖
なるホスチアにおいては、それ以上
にへりくだり、自らを空しくされ
た。馬小屋におけるよりも、ナザレ
トにおけるよりも、十字架における
よりも。」49 Latro poenitens 良い
盗賊の謙遜に倣いましょう。今私た
ちが信仰の目で眺める聖体の自己放
棄は、ディマスが自分の目で見たカ
ルワリオの自己放棄を遥かに超えた
模範ですから、私たちには彼以上の
謙遜な心が必要です。「私」が全面
的に幅を利かせて高慢になり、安楽
や官能を求めたり、人から認められ
感謝されたりして当然と思うとき、
取るべき手段は、十字架像を眺め、
聖櫃を訪れること、特にミサ聖祭に
与ることです。このような結論に達



した創立者は、『道』の533番をこ
う締めくくられました。「それゆ
え、ミサを愛することは、私の重大
な義務である。」50

すべての徳のび

聖トマス・アクゥイナスは、イエス
は十字架上ですべての徳の模範をお
与えになる、と書いています。すな
わち、passio Christi sufficit ad
informandum totaliter vitam
nostram51 人生に必要なことをすべ
て学ぶには、十字架像を眺めるだけ
で充分であり、nullum enim
exemplum virtutis abest a Cruce52
そこでは、徳の模範としてのすべて
がそろっていると主張します。正に
その通りで、十字架上には、剛毅、
忍耐、謙遜、離脱、愛徳、従順、名
誉を忌み嫌うこと、貧しさ、委託な
ど、すべての徳の模範が明らかに見
られます。



エウカリスチアについても同じこと
が言えます。聖体は、愛と謙遜の比
類のない学び舎です。この神の賜に
おいて、その他のキリスト教的徳を
も深めることができるのです。「聖
体と祈りの中で、すべての人に喜ん
で仕えて生きる方法を学びます。仕
えながら統治すること、従いたいと
望んで自由に従うこと、多様性を尊
重して一致をもとめること。」53

聖体は、仕事や家庭、普通の人に共
通な種々の状況の中で、日々育てる
べき諸徳を学ぶ学び舎であることが
分かります。待つこと、そして人々
を受け入れることができ、手を差し
伸べる心づもりが常にできるように
なるための場所なのです。聖体のイ
エスの沈黙は、私たちのようにnel
bel mezzo della strada街中で、見か
けはあまり重要ではないように思え
る幾多の仕事や活動に忙殺されてい
ながらも、自らを聖化すべき者に
とって、特に雄弁な語りかけだと言



えます。この学び舎の沈黙の中か
ら、慎ましく過ぎ行く日常生活には
聖性と使徒職の可能性が常にあるこ
とを、主は明確に教えておられま
す。そして、その可能性には、常に
私たちの事柄に関わり私たちと語り
合う神、私たちの髪の毛が一本落ち
ること（マタイ10,29参照）にも関心
を持たれる神の、すべての宝と力が
秘められているのです。

聖体のイエスを観想していると、神
のみ旨を果たす以外のことを望ま
ず、正しい意向で行動する必要を感
じるようになります。人々が天国に
行くことができるよう仕えるので
す。人々のために身を捧げることの
重要性が分かり、忍耐強く人目に立
たずに、兄弟である人々に付き添う
ために献身します。小さくても具体
的で役に立つことを実行して、友情
と愛を示します。人々のために時間
を惜しみなく使う広い心で、皆のた
めに、そして一人ひとりのために、



適切な言葉をかけ、必要な助言と慰
めを与え、教理を解説し、兄弟的説
諭を実行するようになるのです。

「主は極みまでご自分を低くされ、
あらゆる冒涜（ぼうとく）や罵（の
のし）り、多くの人々の冷淡で無関
心な態度などを意に介せず、たとえ
一人でも、傷ついた聖心の鼓動に気
づく人のためにと、無防備の状態で
留まっておられます。」54

人々に役立つために献身する

聖櫃に実際に現存されるイエスを思
うと、「隠れ、そして消え去るこ
と」がどれほど素晴らしい効果を生
むかが分かります。これは、dolce
far niente「極楽蜻蛉（ごくらくとん
ぼ）の暮らし」をし、人々から遠ざ
かり、自分の家庭や職場、社会で周
囲に影響を与えなくなることではあ
りません。それどころか、神に光栄
を帰し、人々の自由を尊重すること
です。また、それは、人間的な言葉



ではなく、自らの献身と喜ばしく惜
しみない徳を実行することで、人々
を主のもとへと「強制的に」向かわ
せることなのです。

聖体の主を眺めていると、「パンに
なること」がいかに相応しいことか
が納得できます。パンになれば、
人々が聖性の道を前進するために、
私たちのもの、つまり私たちの祈り
と奉仕と喜びを、その糧とすること
ができるからです。華々しさや大げ
さなこともなく、「隠れて目立たぬ
犠牲」55が必要なことが納得できま
す。「イエスは、愛ゆえに、あなた
のために、聖体のうちに残ってくだ
さった。

人々がどういうふうにして主を受け
るか、そして、あなたがどのような
受け入れ方をするかを知りつつも、
主はお残りになったのである。

残ってくださったのは、あなたが食
し、訪問し、あなたのことをお話し



できるため、また聖櫃のかたわらで
の祈りのうちに、あるいは聖体拝領
において、主と付き合い、日毎より
いっそう深く主を愛し、他の大勢の
人たちに同じ道を歩ませるためであ
る。」56

主のようになろうと思えば、私たち
の生活全体が人々への奉仕そのもの
になるまで、余すところなく惜しみ
なくすべてを人々のために捧げ尽く
さなければなりません。聖体の主は
神の雄弁さをもってこう教えておら
れるのです。「愛徳があれば、そし
て、たとえ自分には辛くても、神の
侮辱とならず人々を喜ばせることが
実行できるなら、あなたは聖人にな
るだろう。」57

Ambo tamen credens atque
confitens, peto quod petivit latro
poenitens.



主にある二つの本性を信じ、それを
宣言し、悔い改めた盗賊の乞い願っ
たことを私もお願いします。

痛悔の歩調

カルワリオの場面に戻り、良い盗賊
の願いに耳を傾けましよう。聖ホセ
マリアは、Adoro te devote を黙想
する度に非常に感動していました。
「あの聖体讃歌の一節、『悔い改め
た盗賊の乞い願ったように…』、を
何度も繰り返した。悔い改めた盗賊
のような祈願は、何度繰り返しても
感動する。

盗賊はあのひどい罰に値することを
認めた。そして、たった一言でキリ
ストの心を奪った。彼は天国の扉を
『開けた』のである。」58

特に晩年になってから、教会が直面
する困難を目の当たりにした創立者
は、心から神の慈しみに依り頼み、
皆のために、盗賊に対するような神



の理解と愛をお願いしておられまし
た。自分には何の功徳もないと考
え、「すべてをなさったのは主であ
る」と確信していました。困ったこ
とや試練にあったとき、主の助けを
受けるために正義を訴えたことはな
く、ただただ神の慈しみに寄りす
がっていました。このようにキリス
トを信じることから痛悔が生まれ、
いつも喜んで改心を繰り返しておら
れたのです。このように生きる創立
者は、cor contritum et humiliatum,
Deus , non despicies （詩編50
［51］,19）「打ち砕かれ悔い改める
心を、神は侮られない」と確信して
おられました。

今私たちは天国での仲介に依り頼
み、創立者のような信仰と痛悔の歩
調を自分のものにしなければなりま
せん。これこそ本物の内的生活の明
白な印だからです。聖体に接する
と、私たちの希望と神の慈しみへの
信頼を様々な形で強めることになる



でしょう。特に、自分の惨めさを発
見して十字架の足元に置き、欠点と
戦いつつ、主の十字架を私たちの生
活と弱さの上に、凱旋（がいせん）
の心意気で掲げることにしましょ
う。

神の憐れみに注目する

ディマスは、人々を襲って盗むとい
う以前の「専門職」が、神の憐れみ
と恩恵を受けて形を変えられたこと
に気付きました。十字架上にいなが
ら、信仰と誠実な痛悔によってキリ
ストを「襲い」、その聖心を「盗
み」、主と共に栄光に入ったので
す。創立者は、「聖櫃を『襲う』と
いう愛のこもった習慣」59を私たち
に伝えました。何よりも、私たちが
聖化する仕事そのものを、イエス自
身がミサで捧げるいけにえに一致さ
せ、そこから湧き出る力を汲み上げ
て働くようにと教えられました。



私たちもlatro poenitens 悔い改めた
盗賊と同じようにしなければなりま
せん。聖化は主の憐れみのお陰です
から、主の憐れみに期待をかけま
す。神の赦しと恩恵を受けた私たち
は、すべての人々に対して兄弟愛を
実行するとき、その賜物を反映させ
なければなりません。聖性・完全性
は直接憐れみに結びついているから
です。これについては、主ご自身が
明らかに言われました。「天の父が
完全であるように、あなた方も完全
な者になりなさい」（マタイ
5,48）、「あなた方の父が憐れみ深
いように、あなた方も憐れみ深い者
になりなさい」（ルカ6,36）と。

しかし、「心のこもらない同情には
憐れみのかけらも見られません。憐
れみとは、溢れんばかりの愛のこと
で、当然ながら溢れんばかりの正義
をもたらします。」60 決してこれを
忘れないでください。憐れみの心と
は、簡単に言えば、善きサマリア人



のように、人々に自らを与え、献身
することです。もちろん自分の務め
を疎かにすることはできませんが、
同時に自分の安楽を犠牲にし、大小
様々な個人的な計画や関心事を切り
捨てる決意が必要です。「憐れみと
は、心を繊細に保ち、犠牲をいとわ
ぬ寛大な愛で、人間的にも神的にも
心の痛みを感じることです。」61

このように考えると、この活動的な
心の状態は、神であり人であるキリ
ストに当てはめることができます。
私たちの憐れみを神ご自身に向ける
となれば、それは馬鹿げたことで
す。しかし、イエスの人性に向ける
ことはできます。主ご自身が、あな
たたちの兄弟である人間、特にもっ
とも小さな人にしたことは私にした
ことだ（マタイ25,40参照）と、言わ
れたからです。さらに、「偉大なる
孤独の人」となり、聖櫃に隠れてお
られる人としての主に対して、何ら
かの形の憐れみを、償いとして示す



ことはできます。「自ら進んでこ
もって」62おられる「愛の牢獄」に
主をお訪ねすることは、深い愛と信
心の行為です。主は世の終わりまで
私たちと共にいたいとお望みだから
です。

「主と親しく交わり」、主に付き添
い、主に愛情を示すための機会は本
当にたくさんあります。聖ホセマリ
アはこう励ましてくださいました。
「聖体のイエスよ、御身は多くの見
捨てられた聖櫃の中で優しく私たち
を待っていてくださいます。私たち
のセンターでは、いつも御身と『よ
く』接したいと望んでいます。御身
を愛情で包み、礼拝し、償いと小さ
な勝利の香を捧げ、私たちの敗北へ
の心の痛みをお捧げします。」63

Plagas, sicut Thomas, non intueor,
Deum tamen meum te confiteor.



私はトマのように御傷を見なくて
も、御身が私の主であることを宣言
します。

トマの最初の反応

イエスの復活後八日目、最後の晩餐
の高間で、主はトマに傷を見せて仰
せになります。「あなたの指をここ
に当てて、私の手を見なさい。ま
た、あなたの手を伸ばし、私の脇腹
に入れなさい。信じない者ではな
く、信じる者になりなさい。」（ヨ
ハネ20,27） 私たちも、感謝の祭儀
において、栄光に輝く主の御体を実
際に見ると同時に、いけにえの状態
の体Chrsitus passusを眺めることに
もなります。御体と御血が秘跡の形
態の下に分かたれているからです。
「聖体のいけにえは、救い主の受難
と死の神秘を現存させるだけではあ
りません。そこではキリストの犠牲
に続いて起こった、復活の神秘をも
現存させています。生きて復活した



方だからこそ、キリストは聖体にお
いて『いのちのパン』（ヨハネ
6,35.48）、『生きたパン』（ヨハネ
6,51）となることができるので
す。」64

使徒聖トマは、イエスがゲッセマニ
で捕らえられた時、そして、それに
続くキリストの「人間的には失敗と
しか思えない状態」を目の当たりに
して、混乱し、落胆してしまいまし
た。感受性の強い人だったので、落
ち込みも激しかったのでしょう。そ
れゆえ、他の十人以上に、主の復活
という現実を受け入れることが難し
かったのです。特に、再びイエスを
信じ、再び主に希望し、再び確たる
熱意に満たされることが難しかった
のです。端的に言えば、主を愛する
こと、主の愛を感じることができな
くなったのです。だから、条件を付
けてしまったのです。



神は段階的にご自分を啓示されまし
た。この啓示の歴史的な流れは、何
らかの形で一人ひとりの信仰の歩み
に当てはまります。この信仰の道で
始める新たな歩みはいずれも「新た
な」委託です。それは、キリストと
の一層確かな一致を目指して、自分
自身をますます無にしていくことで
すから、さらに困難な歩みだと言え
ます。警戒しなければなりません。
聖トマに起こったことが私たちにも
起こり得るからです。不信に陥った
り、深く信じることにためらいと抵
抗を感じたりしても、いぶかったり
恐れたりする必要はありません。し
かし、そうならないために、聖櫃の
前で、また他の機会に、もっと信仰
を込めて繰り返しましょう。
Dominus meus et Deus meus!「私
の主、私の神」（ヨハネ20,28）と。

使徒たちは、イエスが預言者であり
神から遣わされた方であること、イ
スラエルを救うメシアであり救い主



であること、神の御子であることを
信じていました。しかし、イエスが
その救いをどのように成就なさるの
か、師である方の御国がどのような
形をとるのかについて、間違った考
えを持っていました。キリストは少
なくとも三度ご自分の受難と死を説
明されましたが、使徒たちがすべて
を理解していたわけではありませ
ん。ですから、神の計画を荒々しく
突きつけられ、それを目の当りにし
た弟子たちは、聖ヨハネを除き全員
が、無気力に負け、受難の悲劇に打
ちのめされた結果、恐れをなして逃
げてしまいました。特に聖トマは、
復活して栄光に輝くキリストを受け
入れることがなかなかできなかった
のです。しかしながら、度々出現す
る主に出会って、彼らの不信は消え
てゆきます。聖トマ自身、無気力な
状態から立ち直り、先ほど話したよ
うに、Dominus meus et Deus
meus! 「私の主、私の神」と叫ん



で、素晴らしい信仰と愛を表すこと
ができたのです。

試練の時に

様々な理由で、私たちも信じること
に最初は抵抗を感じることがあるで
しょう。ネガティヴな経験が度重な
り、反キリスト教的な雰囲気に苦し
められたとき、あるいは、「思いが
けない十字架との出合い」65のとき
です。この十字架は非常に具体的で
露骨な現れ方をします。「なぜな
ら、神は私たち全員に全面的な自己
否定をお求めになるからです。私た
ちは泥でできた哀れな人間ですか
ら、時々反抗します。特に、仕事を
するにあたり、神のためであるはず
なのに、自我が割り込むに任せた場
合にそうなってしまいます。」66

この種の状況は、その本来の姿、す
なわち、もっと神に近づき、神を
もっとよく知り、もっと愛し、もっ
と効果的に仕えなさいという招きと



して受け入れるならば、神の恩恵を
受けて必ず乗り越えることができま
す。この状況を克服するために最も
確実な手段は、十字架につけられて
栄光を受けたキリスト、秘跡のうち
にいますキリストとの出会いを通し
て手にいれることができます。その
ときこそ、特に、御傷をご自分の愛
の証拠としてお見せになる主と話す
ために、聖櫃を訪れるときです。実
際には見ることができませんが、主
の御傷を信じると、使徒たちと同じ
ように、「キリストは苦しみを受け
て栄光に入る」（ルカ24,26）という
神秘がなぜ必要だったかが判りま
す。十字架を神の贈り物として受け
入れれば、「苦しみの中に栄光と幸
せを見るように努めよう」67とい
う、創立者の勧めが理解できること
でしょう。

キリストの御傷へ



繰り返しますが、特別に厳しく困難
な状況に陥っても、驚いたりおびえ
たりしないでください。そのような
時には、信仰の「明暗」、すなわち
信仰の特徴である明るく見える面と
暗くて見えない面が混在する中で、
特にその暗い面が際立っているので
す。また、このような時には、キリ
ストを認めるのがさらに難しくな
り、神がお望みになる道がどこを通
るのかさえ分からなくなります。こ
の種の内的試練は、人間の惨めさや
神に応えない態度が原因で襲ってく
ることが時としてありますが、そう
でない場合も多いようです。大抵の
場合は、私たちをキリストに一致さ
せ聖化するために、神がお望みに
なったご計画の一部なのです。

使徒聖トマのように、キリストの御
傷のもとに「行く」時が訪れたので
す。聖ホセマリアはこう説明されま
した。「イエス・キリストと共に生
きるなら、必ず主の十字架に出合う



ことを忘れてはなりません。神の御
手に自己を委ねると、主は、内外か
らの苦痛、孤独、反対、中傷、名誉
毀損、嘲笑を味わうにまかせられる
ことがしばしばあります。私たちが
主に似た者となるようにお望みだか
らです。さらには気違いと呼ばれ、
馬鹿者扱いにされることさえお許し
になります。

思いがけないときに、こっそりと、
あるいは横柄無礼（おうへいぶれ
い）にも正面から訪れる犠牲の機会
を愛すべき時が来たのです。（…）

イエスの至聖なる人性に心から感嘆
し、それを愛するならば、主の御傷
を一つずつ発見していくことでしょ
う。辛くて激しい受け身の浄化のと
き、隠そうと努める涙が甘くもあり
辛くもあるとき、救いの御血に清め
られ、強められるために、至聖なる
御傷の一つひとつの中に入り込まな
ければなりません。（…）



それぞれ自分の必要に応じて近づき
なさい。そして人間的愛情も神への
愛もことごとく主の御傷に注ぐので
す。これこそ一致を望む心のあらわ
れであり、キリストと血を分けた兄
弟、同じ御母の子である自分を知る
ことに他なりません。私たちをイエ
スのもとへ導いてくださるのは聖母
なのですから。」68

祭壇上と聖櫃で私たちを待つ復活さ
れたキリストとの出会いを、試練の
時だけではなくいつも、もっと辛抱
強く求めましょう。強い信頼と確信
を持って、聖体のイエスの前で祈ら
なければなりません。子供のように
大胆に、多くの必要や意向のために
祈るのです。使徒聖トマは、信じる
ための条件として主との出会いを求
めました。神の恩恵に守られてイエ
スの前にいるならば、霊的困難がす
べて消えてしまうと、今私たちは確
信しています。



主の神性も人性も、目にすることは
できません。しかし、固く信じて主
の元に行きます。「イエス・キリス
トは、秘跡の形態のもとに隠れて現
存なさる聖櫃の中から、私たちを見
つめ、耳を傾け、私たちを待ってい
てくださいます。（…）イエスはお
尋ねになります。『どうしたのか』
と。『実は…』と答え始めるやいな
や、光が与えられるか、あるいは少
なくとも、現状を受け入れることが
できるようになり、平和を取り戻し
ます。」69 こうして、私たちは、忠
実を保ち、励ましと力を受けて、キ
リストに出会ったこと、キリストに
触れたこと、キリストが生きておら
れることを、すべての人に、人目を
気にせず、ごく自然に、しかし緊急
事として、告げ知らせることができ
ます。Iesus Christus heri et hodie,
ipse et in saecula!「イエス・キリス
トは、きのうも今日も、また永遠に
変わることのないお方」（ヘブライ
13,8）であるという真理と喜びを、



聖ホセマリアのように味わうことが
できるのです。

Fac me tibi semper magis credere,
in te spem habere, te diligere.

どうか、私がますます深く御身を信
じ、御身に希望し、御身を愛するこ
とができますように。

聖体の人、信仰と愛と希望

聖体への信心が深まると霊的生活も
進歩します。これは創立者が力を込
めて教えておられた点です。自らの
霊的な経験から得た実りを、私たち
一人ひとりに勧めています。「聖体
を中心にして生きる人になりなさ
い。子よ、あなたの思いと希望の中
心が聖櫃にあれば、聖性と使徒職は
何と豊かな実を結ぶことだろう。」
70

聖性への望みと使徒職の熱意は、聖
体を観想することから確たる力の源



と支えを得ることができます。「み
ことばとパン、祈りと聖体にましま
すイエスと絶えざる交わりを持たな
いで、キリスト信者らしく生きるこ
とができるとは思えません。幾世紀
にもわたって代々の信者が聖体への
信心を具体化してきた理由がよく分
かります。」71

神が人間に近づき、ご自分のもとに
引き寄せようとなさるとき、私たち
は信仰を固め、希望を増し、愛を深
める覚悟をすべきです。そして、祈
りと償いを増やし、たびたび秘跡に
あずかり、聖体への信心を深め、対
神徳を強めなければなりません。創
立者はいつもそうされていました。
特に、主があの愛の予感を与えてご
自分を明かし始められてからはそう
でした。聖カルロス神学校時代に
は、聖櫃の主の御前で一晩中祈って
いました。そして時が経つに連れ
て、主と共にいることがどれほど急



を要することであるかを、ますます
深く理解していかれたのです。

キリスト者の道は根本的に対神徳の
小径です。つまり、超自然的な知
識、無限の善である三位一体への歩
み、愛の交わりの実りなのです。こ
れが卓越した形で現れるのが、聖体
礼拝です。聖体を礼拝することは、
できるだけ私たちの近くに留まろう
とされた神に向かうことだからで
す。同時にそれは、同じ理由で、私
たちがこの三つの対神徳を深めるの
に最も良い手段でもあります。創立
者は毎日、特にミサ聖祭で、聖別さ
れたホスチアと御血の入ったカリス
を掲げるとき、adauge nobis fidem,
spem, caritatem!「信仰、希望、愛
を増してください」と繰り返して、
この三つの徳をお願いしておられま
した。

信仰と希望と愛は、神のみが人々に
注ぎ込み、神のみが強めることので



きる超自然の徳です。だからといっ
て、この神の贈り物を頂くのに私た
ちの協力が免除されているわけでは
ありません。全能の神はどのような
計画を実行するにあたっても、御自
分の愛を押しつけるようなことは決
してなさらないからです。神は「奴
隷ではなく子どもとしての私たちを
お望みで、私たちの自由を尊重され
ます。」72 それゆえ、通常は、言葉
で言い表せない神の働きを、人間が
自らの努力で受け入れ、神と共に歩
むようにとお定めになりました。こ
れほどまでに私たちを尊重してくだ
さる神の慈しみに、感嘆するほかは
ありません。

主の細やかさ

イエス・キリストが聖体のもとに隠
れておられるのは、秘跡としての必
要性に応じた結果ですが、それはま
た、人間の自由をどこまでも尊重し
たいという神のお望みに従われたか



らでもあります。隠れておいでにな
る主は、私たちが主を探し求めるよ
うお招きになる一方で、私たちとの
出会いを求めて自らおいでになりま
す。「偶然に出会ったふり」73をな
さるのです。聖ホセマリアにはこの
ようなことが度々起こりました。気
付かぬうちに、そうするつもりもな
いのに、聖書の言葉を「反芻（はん
すう）し熟考していた」のです。そ
れらの言葉は、創立者に仕事の新た
な側面を見出させ、神の御旨を示
し、主にお願いしていた問題や疑問
を解決してくれたのです。「福音史
家によれば、奇跡の後で人々が自分
を王にしようとするのを知ったイエ
スは姿を隠された。

私たちを聖体の奇跡にあずからせて
くださった主よ、お願いいたしま
す。姿を隠さず、共にお留まりくだ
さい。私たちが御身を見、御身に触
れ、御身を感じ取り、常に御身と共
に居たいと望みますように。どう



か、私たちの生活と仕事の王になっ
てください。」74

対神徳である信仰と希望、愛徳の実
行は、その性質上、神との一致を目
指して常に深まっていくもので、決
して充分という状態になりません。
神を本当に愛しているなら、主に対
する愛が不足していると常に感じ、
日々いっそう深く主を愛さなければ
ならない、と思うはずです。もう充
分だと思うのは、わずかな愛しか抱
かない人だけです。創立者はこう尋
ねられます。「それ以上は無理だと
言う。それ以下はできない、と言え
ないのだろうか。」75 改めて聖櫃に
隠れておいでになる主キリストにお
願いすることで、それに答えましょ
う。Fac me tibi semper magis
credere, in te spem habere, te
diligere! どうか、私がますます深く
御身を信じ、御身に希望し、御身を
愛することができますように。



キリスト者の生き方全般について言
えることですが、この「もっと、
もっと」という心が張りつめた状態
の根源と中心は、エウカリスチアに
あります。聖体のイエスは、神が
「徐々に、しかも、益々」自らを人
間お与えになる過程の頂点にあるか
らです。そして主とひとつになると
き、私たちが「徐々に、しかも、
益々」奉献の度合いを深めてゆくよ
う、神は私たちの手を取って「優し
く、力強く」導き、さらに上に向か
う傾向をお与えになります。聖ホセ
マリアはこう書きました。「日々の
聖体訪問を始めた…。だから、聖体
ランプが本当に気に入ってきたとあ
なたが言っても、不思議だとはぜん
ぜん思わない。」76 聖櫃の前で熱烈
な信心を込めてイエスにお願いしま
しょう。私たち全員に益々「業を伴
う信仰、愛の苦労、希望に支えられ
た忍耐」（1テサロニケ1,3）をお与
えください、と。



O memoriale mortis Domini, panis
vivus, vitam praestans homini.

主のご死去の記念として、人に命を
与える生きたパン。

十字架のいけにえの記念

ミサ聖祭は主のご死去の記念であ
り、キリストが命の糧として御体と
御血をお与えになる宴です。ピオ十
二世はこう教えます。「神の英知の
計画に従い、救い主のいけにえは、
死を象徴する外的なしるしによっ
て、驚くべき方法で示される。パン
がキリストの体に、ぶどう酒がその
血に『全実体変化』
transsubstantiatioすることによっ
て、キリストの体も血も現存する。
キリストのおられる聖体の形態は、
流血による体と血の分離を象徴して
いる。このようにして、カルワリオ
で現実に起こったキリストの死の記
念は、祭壇で奉納されるたびごと
に、繰り返される。しるしがパンと



ぶどう酒に分かれていることは、キ
リスト・イエスが、いけにえの状態
にあることを意味し、表現している
のである。」77

ヨハネ・パウロ二世はこの教えを説
明し、こう書いておられます。「ミ
サは十字架のいけにえを現存させま
す。それは十字架上のいけにえに何
かを加えるものでも、それを増すも
のでもありません。繰り返されるの
は、十字架上のいけにえを記念する
祭儀であり、このいけにえを『記念
しながら再現すること』
（memorialis demonstratio）です。
こうして、キリストが捧げた、贖い
のためのただ一度の決定的ないけに
えが、どの時代にも常に現存するの
です。したがって、聖体の神秘にお
けるいけにえとしての要素を、十字
架と切り離して考えたり、カルワリ
オでのいけにえを間接的にのみ表す
ものだと考えたりすることはできな
いのです。」78



それゆえ、ミサ聖祭はゴルゴタでの
贖いのみわざの単なる記念では決し
てなく、秘跡的にそれを現実化し再
現するものです。秘跡はすべて、そ
れが意味することを実現するのです
から、ミサはカルワリオにおけるイ
エスのいけにえそのものを意味し、
それを現存させ、主の受難と死去の
生きる記念をもたらすのです。「教
会がエウカリスチアを行うとき、キ
リストの過ぎ越しを記念し、これが
現存するものとなります。キリスト
が十字架上でただ一度捧げられた犠
牲は、常に成し遂げられた状態にあ
るのです。」79 ミサのいけにえにお
いて、私たちはすべてをイエス・キ
リストの捧げものに一致させます。
教会の頭である主は父である神にご
自分を捧げ、礼拝と感謝、人類の罪
の償い、世界が必要としているすべ
てのことの祈願とされるのです。

霊的生活の中心であり根源



創立者はカテケージスの中で、最後
の晩餐と主の十字架が、ミサ聖祭と
緊密につながっていることを力説さ
れていました。多くの所でエウカリ
スチアのいけにえとしての本質的な
意味が軽んじられているときに、ミ
サ聖祭の無限の価値を特に強調され
ました。ある時、誰にでも分かる言
葉でこう説明されました。「神とし
て人としての愛の表明の瞬間である
聖なるエウカリスチアの制定と、十
字架上でのいけにえとを、私は完全
に区別します。最後の晩餐のイエス
は苦しむことができる状態でした
が、まだ苦しんではおられませんで
した。カルワリオでは、永遠の司祭
の姿で苦しんでおられました。イエ
スはご自分の生活という歩みで世を
聖化した後、十字架上で釘付けにさ
れ、私たち一人ひとりを愛して死去
されました。その御血のすべてが私
たちの霊魂、一人ひとりの霊魂の値
であったのです。」80



このいけにえをもって、主は私たち
の永遠の贖いを勝ち得てくださいま
した（ヘブライ9,12参照）。この犠
牲は「人類の救いにとって決定的に
重要なものでした。そのためイエ
ス・キリストは自らをいけにえとし
て捧げ、御父に返す前に、私たちが
その場にいたかのようにしてそれに
与る手段を私たちに残してください
ました。こうして信者の一人ひとり
は聖体にあずかり、尽きることのな
い報いを得ることができます。これ
こそ、時代を超えて幾世代ものキリ
スト者が体験してきた信仰です。」
81

聖ホセマリアはこの信仰の遺産を余
すことなく受け入れ、その教えに含
まれていることがらすべてを徹底的
に実行されました。聖なる教父たち
の勧めと模範に従って、一日中ミサ
聖祭で実現されることに倣うよう努
め、人々にもそのように勧めまし
た。「祭壇で捧げられるホスチアに



おられるイエスと一致してくださ
い！」82と教え、教えていたことを
いつも実行していました。つまり、
キリスト者の霊的生活の中心であり
根源であるミサ聖祭を、日々の生活
の礎にしておられたのです。さら
に、エウカリスチアの神秘を深く考
察し、その光に照らして、それを
人々に伝えたのです。

ミサ聖祭は「三位一体の神の御働き
であって人間の働きではありませ
ん。ミサをたてる司祭は、自分の体
や声をお貸しすることによって主の
御旨に仕えますが、自分の名におい
てではなく、キリストのペルソナと
御名において振る舞います。

人間を愛する三位一体の神は、聖体
に現存するキリストから、教会のた
め、人類のため、すべての恵みが生
まれるよう配慮してくださいます。
これがマラキアの預言したいけにえ
です。（…）聖霊の協力のもと、御



父に捧げられるキリストのいけにえ
であり、無限の価値を有する奉献で
あって、旧約の犠牲では獲得できな
かった救いがこの犠牲により、私た
ちの中で永遠に続くものとなるので
す。

聖なるミサにおいて、聖三位一体の
神自身が教会に与えられますから、
ミサによって私たちは信仰の主要な
神秘に導かれることになります。こ
うして、ミサはカトリック信者の霊
的生活の中心であり根源であること
がよく分かります。ミサはすべての
秘跡が目指す秘跡です。洗礼におい
て与えられ、堅信によって強められ
成長した恩恵の生活は、ミサによっ
て絶頂に達するのです。」83

応える努力

繰り返しになりますが、神の子は、
感謝の祭儀であるごミサを霊的生活
の中心と根源にしなければなりませ
ん。この秘跡において神の御子のい



けにえが最高潮に達するからです。
ミサは単に主のいけにえを私たちに
示し、日々の応え方の模範にするだ
けではなく、贖いの恩恵を与え、神
の栄光と人々の救霊のために、主の
ように自分自身を捧げることを可能
にしてくれるからです。

筆舌に尽くしがたい賜をいただくか
らには、それに応える努力をしなけ
ればなりません。そして、私たちの
すべてのことを、御父に対するイエ
スの捧げものに真心を込めて一致さ
せるよう努めましょう。「祭壇上の
聖なるいけにえの時、司祭は神の御
体と御血のカリスを手に取り、地上
のものすべての上に掲げ、『キリス
トによって、キリストと共に、キリ
ストのうちに』、すなわち私の愛に
よって、私の愛と共に、私の愛のう
ちに、と唱える。



司祭のこの動作に一致しなさい。そ
れだけでなく、これをあなたの生活
に組み入れなさい。」84

創立者は、ミサ聖祭が霊的生活の中
心であり根源であると教えられただ
けではない、という点を強調したい
と思います。それだけではなく、聖
なるいけにえを通して自らを私たち
に与えられた三位一体に対して、各
自がどのように応えるべきかについ
ても教えました。それは、一人ひと
りの霊的戦いが、本当にごミサを中
心にし、いけにえから力を受け、こ
の燔祭（はんさい）を支えに繰り広
げることができるようになるためで
す。

いろいろなことを勧められました
が、中でも、一日を二分して、半分
をミサの準備、もう半分を感謝に捧
げるのが非常に役に立つと言われて
いました。夜の休息を活用して、聖
体に関することがらを中心とする神



との観想的な対話に力を入れていま
したし、感謝の祭儀を構成する様々
な瞬間に、一つひとつの動作と言葉
を味わい、またその意味を見出す努
力を傾けておられました。このよう
な努力の結果、いつも新たな意味合
いを見つけていましたが、それら
を、信仰と希望、愛、そして具体的
な状況や意向に結びつけていたので
す。創立者の説教『聖体─信仰と愛
の奥義』85は、本当に大きな助けと
なります。

これらはすべて、キリストの恩恵・
神の活力という樹液とともに、聖体
という根からもたらされますが、先
に述べたように、私たちにもそれを
受けとる努力が要求されています。
聖ホセマリアは、この素晴らしい戦
いを日々続けるようにと励まされま
した。「祭壇上の聖なるいけにえが
あなたの内的生活の中心となり源と
なり、一日全体が礼拝の行為になる
よう戦いなさい。すなわち丸一日が



あずかったミサ聖祭の延長および次
のミサの準備となり、それが射祷や
聖体訪問、専門職と家族生活の奉献
などとなって溢れ出るように。」86

キリストとの交わりと教会の一致

祭壇上の犠牲では、会食といけにえ
の両面が一つになっています。キリ
ストは、司祭を通してご自分をいけ
にえとして父なる神に捧げ、御父
は、それを糧として私たちにお与え
になります。聖体のキリストは「神
の子供たちのパン」87です。主の御
体と御血を拝領した私たちは、特定
の恩恵で満たされます。それは霊魂
内で体を作る食物と似たような働
き、つまり「支え、成長させ、力を
取り戻し、喜びを」88与える恩恵で
す。しかし、食べ物は食した人に吸
収され同化されるのに対して、聖体
の場合は逆に、拝領した私たちがキ
リストの体に吸収され同化され、私
たちの方がキリストに変わるので



す。「キリストの御体と御血にあず
かるとは、われわれが拝領した御方
に変えられることに他ならない。」
89

聖体は教会の中で比類のない一致の
秘跡としてそびえ立つものです。皆
が同じ「パン」を食し、唯一のキリ
ストの体となるからです。ミサ聖祭
と聖体拝領は教会を築き、一致と堅
固さをもたらし、一体性を与えま
す。「聖体を拝領する人々は、キリ
ストにより一層親密に結ばれます。
それゆえ、キリストはすべての信者
を教会というただ一つの体に結びつ
けます。聖体拝領は、すでに洗礼に
よって実現された教会との合体を新
たにし、強めます。洗礼によって、
私たちはただ一つの体を形作るよう
に召されました（1コリント12,13参
照）。エウカリスチアはこの招きを
実現します。」90



皆さん、教会の見える頭に一致して
聖なるいけにえを行い、またあずか
ることがとても大切です。全員が普
遍教会の頭である教皇に、皆さんは
それぞれの地方教会の頭である司教
に、そして、特にこのパドレに堅く
一致していなければなりません。
「教会の一部分」であるオプス・デ
イの見える頭・一致の要として、神
のお定めになったのがパドレだから
です。

Praesta meae menti de te vivere, et
te illi semper dulce sapere.

私の心を御身によって生かし、甘美
な御身を常に味わわせてください。

キリストによって生きる

「キリストの体は、神のみことばと
結ばれた体であるから生命を与え
る。」91 聖ルカはこう書いていま
す。「群衆は皆、何とかしてイエス
に触れようとした。イエスから力が



出て、すべての人の病気を癒してい
たからである。」（ルカ6,19）ま
た、聖体は単に生きるパンであるだ
けでなく、命を与えるもの、キリス
トにおける神の命を与えるもので
す。聖体を頂く人は、おのおの聖パ
ウロと共に次のように言うことがで
きるでしょう。「生きているのは、
もはや私ではありません。キリスト
が私の内に生きておられるので
す。」（ガラテヤ2,20）

Praesta meae menti de te vivere...
私の心を御身によって生かし...とい
うこの一節は、すべてにおいていつ
もキリストによって生き、主の愛に
完全な忠実を保つ振る舞いをし、主
の優しさを常に味わい楽しむように
と招きます。私たちの喜びと「楽し
み」をキリストの内に見出し、「鉄
が磁石に吸い寄せられるように」92
主のもとに行きましょう。



このような誠実な望みと願いは、生
活の一致を渇望し大切にするのに大
いに役立ちます。言い方を変えれ
ば、一人の主のみに仕えること（マ
タイ6,24参照）、一つのことだけを
探し求めること（ルカ10,42参照）、
そして、唯一の愛である主だけにす
べてを従わせることです。自分の望
みではなく神のお望みのことを望
み、神がお望みの方法で、お望みの
度合いまで、人々を受け入れます。
キリストと一致する、すなわち神の
御旨を果たすことが私たちに固有な
性格の本質な特徴となるようにしま
しょう。それは「キリスト・イエス
と同じ心」（フィリッピ2,5）を持つ
ことです。そうできるよう主に願い
ましょう。聖ホセマリアは「私のキ
リスト、私の心のイエスよ、私が御
身の目で見ることができますよう
に」93とお願いされていました。

私たちキリスト者は、主と一緒なら
omnia sanctaすべては聖なるもので



あり、主と離れてはmundana omnia
すべてが俗世間的なものになる、と
いうことを忘れてはなりません。キ
リストへの忠実を保とうとすると
き、当然引き受けなければならない
事柄を前に、愛ゆえに決然とそれに
立ち向かうべきです。自然さという
隠れ蓑をまとって、愛の不足に引き
ずられてしまわないようにしましょ
う。私たちと神とのつながりは、唯
一の模範であるキリストを基礎にし
て始めて実現できます。イエスと御
父とは全く一つであることを明確に
認めなければなりません。主は「私
と父とは一つである」（ヨハネ
10,30）と仰せられたのです。

生活の一致

ミサ聖祭は、それ自体、人の生活を
本当に首尾一貫したものにする力が
ありますが、それは、ミサ聖祭を自
分の霊的生活の中心とするよう戦う
時、さらに大きくなります。カルワ



リオのいけにえが無血で再現され、
秘跡に留まるイエスは、ご自分の奉
納に一致している人々の仕事と意向
を全面的に受け入れてくださいま
す。さらに、これらすべてを、キリ
ストが御父にお捧げになる礼拝と感
謝、償いと祈願において、再び取り
上げてくださるのです。

キリストは、地上での歩みを続ける
間、アダムに始まる人間の歴史を集
大成し、ご受難において、ご生涯を
集約なさいましたが、同じように、
ミサのいけにえにおいても、神が人
類にお与えになったものすべてが一
つに集められ、聖霊の働きのもと、
キリストにおいて人類が御父に捧げ
るすべてが統合されるのです。要約
すれば、「聖体は（…）、人間に対
する神の憐れみの数々を集約し実現
させる」94と言えるのです。

ミサ聖祭には、私たちの行動のある
べき姿が要約されています。すなわ



ち、愛情のこもった礼拝と感謝、償
い、祈願、言い換えれば、神への献
身と、神ゆえに行なう人々への献身
のことです。私たちに重くのしかか
ることや悩みの種、よろこびと夢で
満たしてくれるもの、日々の仕事の
小さなこと一つひとつ、これらすべ
てをミサ聖祭に集めなければなりま
せん。私たちと人々の心配事、そし
て全世界の憂いを肩に乗せて、ミサ
聖祭に赴かなければならないので
す。

以前の降誕祭に、皆さんの兄弟たち
に次のように言ったことがありま
す。自分の意向や必要だけを携えて
馬小屋へ行くようなことがないよう
にしよう。幼子のもとへは、オプ
ス・デイの人たち全員の、教会の、
世界中の、苦しみと緊急に必要なこ
とがらをたずさえてください、と。
今、同じことを皆さんに繰り返し勧
めます。ごミサに与るときには、あ
らゆる時代の人々の罪を背負って十



字架につけられたキリストのよう
に、すべての人にとって急を要する
物的霊的なことを主にお願いすべき
です。主と共に、主のように、十字
架に上がる努力をしましょう。そこ
で主は御父に、例外なく一人ひとり
が、必要な恩恵をふんだんに与えら
れるよう、取りなしてくださいまし
た。そして今は、この世の祭壇と聖
櫃から取り成しておられます。

1966年、聖ホセマリアを襲った強烈
な体験のことを覚えているでしょ
う。次のように語っています。「何
年も経ってから、あの司祭は大発見
をした。ミサ聖祭はほんとうの仕
事、神の仕事であることが分かった
のである。その日のミサで苦しみと
喜びと疲れを感じた。『神の仕事』
で体力をすっかり消耗しつくしたと
感じたのだった。



キリストにとっても、初めてのミ
サ、十字架は、骨の折れる仕事だっ
た。」95

創立者はこのことを、長年ミサ聖祭
を全生活の中心にするよう努めてき
たことに神が報いてくださった、ま
た同時に、それがオプス・デイ特有
の精神・生活の一致を達成する超自
然的で確実な道であることを確信さ
せようとお望みになったのだと解釈
しました。私たちもまた、来る日も
来る日も、何をするにつけても、イ
エス・キリストに思いを馳せ、主の
ご計画に従い、また、主の甘美なみ
教えを掘り下げて理解するために、
戦いましょう。

Pie pellicane, Iesu Domine, me
immundum munda tuo sanguine.

優しいペリカン、主イエス、どう
か、汚れた私を、御血をもって清め
てください。



ますます清くなる

昔の人々は、ペリカンが自分の胸を
くちばしで傷つけて血を出し、その
血で雛を育てると信じていました。
そのためこの鳥の姿が、伝統的に聖
体の象徴として使われていたので
す。こうして、聖体が持ついけにえ
と会食との両面が切り離なせないこ
とを、別の形で表そうとしていたの
です。実際、ミサ聖祭において
「我々の贖いの業が行われ」96、キ
リストの御体と御血が私たちに与え
られます。

この秘跡には、キリストの御血が、
人々を贖うと同時に糧となり、また
喜びを与えるものであることがはっ
きりと表れています。それは、すべ
ての罪を洗い清め（マタイ26,28参
照）、心を清らかにする御血（黙示
録7,14参照）であり、貞潔な体と清
い心の男女を生み出す御血（ザカリ
ア9,17参照）、人々を酔わせ、聖霊



で我を忘れさせ、舌を解いて
magnalia Dei「神の偉大さ」（使徒
言行録2,11）を止めどもなく歌わせ
語らせる御血なのです。

聖体は、カルワリオのいけにえその
ものなのですから、すべての罪を赦
し、すべての恩恵を与える力を備え
ています。カルワリオと同じよう
に、ミサ聖祭から他の秘跡が生ま
れ、さらには私たちをその目的であ
るイエス・キリストの燔祭へと導き
ます。使徒職において繰り返して欲
しいことですが、大罪を赦すために
神がお定めになった秘跡は、ミサ聖
祭ではなく、ゆるしの秘跡、つまり
神および教会との和解の秘跡です。
ゆるしの秘跡において、この秘跡で
直接ゆるしを受けていないすべての
大罪を、深く痛悔しつつ心から誠実
に司祭に告白した後、罪のゆるしを
受けなければなりません。97

相応しく拝領する



さらに、聖体は愛の表明であり、愛
の交わりですから、主の御体と御血
を拝領したい人は、恩恵によってイ
エスに一致する明確な心づもりがな
ければなりません。「一生に一度し
か聖体を拝領できないとすれば、主
をお迎えするためにどんなに心を込
めて準備をするか、考えたことがあ
るだろうか。

いとも簡単に主に近づくことができ
る状態を感謝しよう。ただし、その
感謝は、主を拝領するためによい準
備をすることによって示さなければ
ならない。」98

この準備の質とその細やかさの程度
は、前にも思い起こしてもらったよ
うに、拝領する人の内的な細やかさ
と深さ、特に、聖体のイエスに対す
る信仰と愛にかかっています。「聖
体の主を拝領するとき、この世の重
要人物を迎えるように、いや、それ
以上に飾り立て、明かりを灯し、晴



れ着を着て、お迎えしなければなら
ない。

どのような清さ、どのような飾り、
どのような明かりで、と尋ねるな
ら、『あなたの感覚一つひとつを清
め、能力一つひとつを飾り、心全体
を明かりで灯して』と答えよう。」
99

聖体拝領を完全な準備ができるまで
延ばすべきでないことは当然です。
そうでないと、いつまでも拝領の時
機は訪れないでしょう。気持ちが伴
わなかったり時々気を散らしたりし
ても、ミサ聖祭にはあずかるべきで
す。「聖体を拝領しなさい。それは
決して、尊敬を欠くことではない。
敵の罠から逃れ出たばかりの今日こ
そ、聖体を拝領しなさい。

イエスが『医者を必要とするのは、
健康な者ではなく、病人である』と
仰せられたことを忘れたのだろう
か。」100



また、度々聖体拝領をするにもかか
わらず、神の寛大さから見て期待で
きるだけの効果がないと思えても、
聖体拝領を止めるべきではありませ
ん。「ずいぶん長い間、毎日、聖体
を拝領してきました。他の人でした
ら聖人になっていたでしょうに、私
はいつまでたっても同じです、とあ
なたは語った。

そこで私は答えた。わが子よ、毎日
の聖体拝領を続けなさい。そして、
考えてみなさい。もし、そうしてい
なかったら、自分はどうなっていた
のであろうかと。」101

キリスト者なら、聖体拝領を度々す
ることは、教会の昔からの伝統であ
り、自らの惨めさでさえ消し去るこ
とのできない、本当の愛の表われで
あると考えるべきです。「使徒たる
者よ、イエスのあなたに対する親し
さ、長年、そんなに主のすぐ近くに



いたことについて、何とも思わない
のか。」102

先に述べたような誤った言い分やそ
れに似たようなことが頭に浮かんだ
ら、その時こそ、常にも増して、聖
なるミサで繰り返す百人隊長の言葉
Domine, non sum dignus!「主よ、
私はあなたをお受けする値打ちがあ
りません」を、イエスへの感謝と信
頼の心で繰り返すときです。完全な
神であり人であるキリストの威厳と
完全性を前にすると、私たちは何も
持たない物乞いであり、高慢という
重大な病に汚れた者、出来事の中に
常には神の御手を見ることもかなわ
ない人間、また別の時には、神の御
旨を前に立ちすくんでしまう存在で
す。しかし、このようなことがすべ
て事実であるとしても、拝領を断念
するような態度を正当化することは
できません。逆に、創立者に倣っ
て、度々繰り返すべきです。「主
よ、清さと謙遜と信心を持って、あ



なたをいただくことを望みます」
と。

Cuius una stilla salvum facere
totum mundum quit ab omni
scelere.

御血の一滴だけで、世のすべての罪
を償うことのできる御方。

聖体の効力を知らせる

この一節は再びエウカリスチア固有
の特徴について述べています。すな
わち、かつて私たちに与えられ、今
も絶えず与え続けられている、神愛
の「過剰」「行き過ぎ」とも言うべ
き特徴です。聖歌のこの一節は、聖
体の秘跡の贖罪面に言及します。人
類のあらゆる罪をすべて消し去るた
めには、人であり神である方の一滴
の血で充分でしたが、御血を余すと
ころなく流すことをお望みになった
のです。「兵士の一人が槍でわき腹
を刺した。すると、すぐ血と水とが



流れ出た。」（ヨハネ19,34）昔の諸
民族の間で、そして今日でもある程
度まで、血は命のしるしです。キリ
ストは余すところなく血をお流しに
なりましたが、それは、神の全生命
を私たちに与えようとお望みになっ
たからでもあります。

イエスが私たちのためにすべてを捧
げ尽くされたことを観想し、「神で
あり人であるキリストと、救いの御
業とを切り離すことはできない」
103ことを度々考察すると、自分が
聖体の人として生きるだけで満足す
るのではなく、他の人にもそうなる
決心をするよう励まし勧めなければ
ならないことを自覚するようになり
ます。

私たち一人ひとりが、聖体のうちに
主を求め、主と付き合うことだけで
は不充分です。使徒職を通して、で
きるだけ多くの人にも「感染」さ
せ、この比類のない友情を考え、そ



れを育ませるよう努力しなければな
りません。「秘跡に現存されるイエ
スを深く愛しなさい。そして多くの
人が主を愛するように働きかけなさ
い。この気遣いがあってはじめて、
人々を教えることができます。自分
が実行し、所有し、そうであること
を教えることになるからです。」
104

カトリック信者の中にも見られるこ
とですが、悲しいことに、多くの人
がこの大事なことを知らないでいま
す。ですから、子供たちよ、ミサ聖
祭とは何か、どんな値打ちがあるの
か、どのような心構えがあれば聖体
拝領ができ、また拝領すべきなの
か、なぜ聖櫃におられる主を訪問す
る必要があるのか、どのようにして
「信心の礼儀作法」105の価値と意
味を表わすべきかについて説明する
のが、どれほど重要であるかを考え
てください。



そこには、無尽蔵の豊かさを秘める
畑が広がっており、主の祝福を受け
て多くの召し出しの実りをもたらす
はずの個人的な使徒職が待ち受けて
います。創立者は最初から繰り返し
このように教え、日々の行動でそれ
を示されました。「王たるキリスト
のこの御旨を果たすためには（創立
者はオプス・デイが世界中に広まる
ことをこう表現されました）、内的
生活を深める必要があります。つま
り、聖体の人、たくましい人、祈り
の人となりなさい。そうしてのみ、
オプス・デイの精神が要求する周囲
を揺り動かすような影響力で、人々
を目覚めさせ動かすことができるか
らです。」106

犠牲と償いを愛する

本当に聖体の人、祈りの人になるた
めには、自発的な、あるいは受け身
的な犠牲を通して、主の十字架にい
つも一致していることが必要です。



ドン・アルバロが、創立者の質問を
書き残してくれました。ある時、あ
るグループの子供たちに、「オプ
ス・デイにおいて主がお望みのよう
な使徒になるために何をしようか」
と問い掛け、すぐに力強く確信を
持ってこう答えました。「私たちも
十字架につけられたキリストのよう
になることです（…）。犠牲を捧げ
償いをする人の願いを主は聞き入れ
てくださいます。」107

ドン・アルバロはすぐに、自分と皆
のために結論を引き出しました。
「主と共に世を贖うという偉大な約
束を忠実に果たすには、情念や情欲
を十字架につけて、主イエス・キリ
ストと個人的に一致しなければなり
ません（ガラテヤ5,24参照）。これ
が、私たちのうちで日々繰り返され
るべき、あの神の『逆説』です。
『生きるためには死ななければなら
ない』（『道』187）」108



まさに神の御子のいけにえであるこ
の秘跡から、十字架上のキリストと
一致するための恵みと力をいただき
ます。決して疑わないでください。
犠牲の生活は聖体に対する信心に由
来し、それを根源としています。私
たちが、cum gaudio et pace「喜び
と平和のうちに」十字架につけられ
たキリストに一致した生き方をする
なら、「神への愛ゆえに従い、へり
くだる」なら、「考えと感情、感
覚、能力、言葉、行為、これらすべ
てを、聖母とその御子の十字架への
愛によって『しっかりと縛り付け
て』いる」109なら、その時こそ、
本物の聖体の人であると言えます。
聖体の人は必然的に、常に同時に司
祭の心を持つ人です。具体的に、償
いと犠牲を捧げる望みのうちに自己
を与え尽くすなら、その時はじめて
「根本から、徹底的に、聖体中心」
110の人になるのです。



私たち一人ひとりとミサを祝うのは
イエスであり、私たち一人ひとりが
キリストの供物と一致して、父なる
神に自分を供物として捧げます。
従って、ミサは「私たちのミサ、イ
エス」であるという事実を真剣に受
け止めれば、そのときこそ、ミサ聖
祭は二十四時間続くことになりま
す。「主を心から愛しなさい。熱心
に償いをし、心から悔い改めなさ
い。そして、司祭が祭壇に向かう前
にするように、まず私たち自身のた
めに償う必要があります。司祭の心
を持っている私たちは、司祭である
キリストに堅く一致して、一日をミ
サに変え、私たち自身とすべての
人々の過ちを償う聖なる捧げもの
を、御父にお捧げします。（…） ミ
サ聖祭において、また一日中、主を
大切にしてください。」111

Iesu, quem velatum nunc aspicio,
oro, fiat illud quod tam sitio, ut te



revelata cernens facie, visu sim
beatus tuae gloriae.

今は隠れていますイエス、乾き望む
ものをお与えください。覆いを取ら
れた御身の顔を見出し、御身の栄光
を目にする幸いな者となりますよう
に。

キリストとの出会いを渇望する

Adoro te devote は最終章で、主
よ、心からお会いしたいのですとい
う望みを表明します。とても理にか
なった結びです。聖体は「未来の栄
光の保証」112ですから、永遠の命
に前もって与らせてくれます。「ま
ことに、聖体は、地上に現れた天を
垣間見ることです。そのとき天のエ
ルサレムは栄光を帯びて輝き、私た
ちの歴史の雲間から差し込んで、私
たちの旅路を照らすのです。」113

この教会の最も大切な宝物は、前
もって永遠を先取りしています。至



福の聖人たちは神とキリストを直観
し、満ち足りた状態にいますが、そ
の彼らと同じく、私たちはすでに
「子羊の婚宴」の会食者になってい
るからです（黙示録19,6-10参照）。
完璧な形ではなく不完全ながら、す
でに私たちは、神の恩恵によって、
現実そのものに与っています（Ｉコ
リント13,10-12参照）。洗礼によっ
て与えられ、栄光に輝く完成へと招
かれている新たな命は、秘跡の賜の
おかげで、大きく成長して堅固なも
のとなるのです。

聖体のイエスを受ける私たちは、死
と審判の不確かさを落ち着いて迎え
ることができます。主が「私の肉を
食べ、私の血を飲む者は、永遠の命
を得、私はその人を終わりの日に復
活させる」（ヨハネ6,54）と約束な
さったからです。「聖体によってキ
リストに養われた者は、来世におい
て永遠のいのちを得るのを待つ必要
はありません。彼らはすでに地上で



それを得ています。聖体は、将来、
人間を完全に包むはずの、充ち満ち
た豊かさの初穂です。なぜなら、私
たちは聖体によって、世の終わりに
私たちの体が復活することの保証も
与えられているからです。」114 聖
体を信じ、聖体に希望をおくなら、
多くの恐れから解放されます。聖櫃
に主が現存なさっているのを知るだ
けで、暗闇を恐れるというような小
さなこと、非常に人間的なことを克
服するのに役立ったと、聖ホセマリ
アは話されていました。

感謝の祭儀は「神の恩恵のおかげ
で、人間がこの世でできることの中
でも、もっとも神性でもっとも超越
的な行為をすることになります。い
わば今から、この世と時間の絆から
解き放たれて、天にいます神のそば
にいることになります。天国では、
キリストご自身が私たちの涙を拭っ
てくださり、死はもはやなく、悲し
みや嘆き、苦労もありません。古い



世界は過ぎ去っているはずだからで
す（黙示録21,4参照）。」115

この秘跡は、この世とあの世を結ぶ
扉のようなものです。危篤の人に病
者の塗油が授けられるときだけでは
なく、本質的な意味でそうなので
す。すでに栄光に輝くChristus
passus「苦しむキリスト」が現存な
さるからです。その結果、本質的に
はすでに後の世に属する主の命では
あるものの、秘跡を通して、この世
の条件のもとにあるキリストの命に
あずかるのです。それゆえ、聖体へ
の信心があれば、世の中で観想生活
をするよう促され、私たちはますま
すオプス・デイになります。地上と
天国との両方で愛しつつ歩むことに
なるからです。「私たちはこの世の
ものですから、天国と地上の『間』
にいるのではありません。同時に、
地上と天国にいるのです。これは、
私たちがこの世にいる間、どのよう



に生活しなければならないかを表す
公式だと言えるでしょう。」116

永遠のいのちの保証

神の救いの計画は、来るべき永遠に
おいて成就しますが、その「前段
階」として既にこの世で始まります
117。このように、信仰には、顔と
顔を合わせて神を知ることの糸口、
光栄ある真福直観の何らかの始まり
が含まれています。聖体において、
栄光へと向かう傾きは、何よりも付
き合いから生まれる愛を支えにして
います。聖体に生かされている人な
ら、今礼拝しているパンの内に隠れ
たもう御方を、直接に公然と礼拝す
ることを渇望します。ひそかな愛と
の付き合いを重ねるうちに、その愛
を公然と自分のものにしたいと思う
心に抵抗できなくなるからです。
「人間としてのイエスと付き合いな
さい。主はあなたの魂に、主の御顔



を眺めたいという『満たし得ない』
渇望をお与えになるだろう。」118

これは常に聖人たちの焦燥（しょう
そう）の的でした。聖ホセマリアも
例外ではありません。「愛し合って
いる者同志は会う努力をし、相手だ
けを見つめるものです。これは当然
なことでしょう。人の心は抵抗でき
ない力を感じるのです。私がイエ
ス・キリストの御顔を眺めたいと熱
望していることを否定するなら、嘘
をつくことになります。Vultum
tuum, Domine, requiram（詩編
26,8）『主よ、御身のみ顔を探し求
めます』目を閉じて、神がお望みの
時に訪れる、主との出会いを考える
と喜びに満たされます。そのときに
は、『鏡におぼろに映ったもののよ
うにではなく…、顔と顔を合わせ
て』（Iコリント13,12）主を見るこ
とができるのです。子供たちよ、そ
うなのです。『神に、命の神に、私
の魂は渇く。いつ御前に出て、神の



御顔を仰ぐことができるのか。』
（詩編42,3）」119

聖体に対する信心は、この渇望を引
き起こし、強めてくれます。そし
て、遂には、キリストと共にいるこ
とだけが唯一大切なことになってき
ますが、だからといってこの世から
遠ざかるわけではありません。逆
に、イエス・キリストの聖心に堅く
結びついていますから、情熱を傾け
てこの世を愛するようになるので
す。聖体において、主との付き合
い、親しみが深くなると、幸せと
は、古くなって消え失せてしまうこ
の世のあれやこれやの善の中にある
ものではなく、常に主と共にとどま
ることにあるという、深い確信が刻
み込まれます。主こそ幸せそのもの
であるからです。すでに今、この秘
跡において「無限の宝、高価な真珠
である」120主を所有しているので
す。「あの司祭は聖体を与えるとき
『そら、今、あなたに幸せそのもの



を渡しますよ』と叫びたかった。」
121

聖マリア、聖体に生かされた女性

ヨハネ・パウロ二世は、「聖体に生
かされた女性」という呼び名でマリ
アを呼び、聖体の神秘を前にして驚
嘆できるための、すなわち聖体を受
け入れ、礼拝し、感謝できるよう私
たちを「教え、導く」模範とするよ
う教会に提案されました122。

信仰の光を受けると、創立者と同じ
ように、この点がよく理解できま
す。聖ホセマリアは、次のような考
察を勧めてくださいました。ミサ聖
祭には「聖母も何らかの形で介入さ
れます。マリアは聖三位一体と全く
一致しているのみならず、キリスト
の御母、キリストの御体と御血の
母、完全な神・完全な人間であるイ
エス・キリストの母だからです。イ
エス・キリストは、男性の介入なし
に、聖霊の御力によって、聖母マリ



アの胎内に宿り、御母マリアと同じ
御血をお受けになりました。そし
て、その御血こそ、贖いのいけにえ
として、カルワリオとごミサで捧げ
られる御血であるからです。」123

主の十字架のもとで、「よく見よ。
これほどの痛みがあったろうか。」
（哀歌1.12）と言われた内的な犠牲
を、聖母マリアは御子のいけにえに
結びつけ、カルワリオでの贖いに協
力なさいました。聖母ご自身、「教
会と共に、また教会の母として、私
たちが感謝の祭儀を行うときに、い
つもそこにいてくださいます。」
124 そして、すべての恩恵の仲介者
として、御子に協力し、イエスだけ
が実現可能な、聖なるいけにえが有
する聖化のための無限の力を、世界
中に広げてくださいます。

皆さん、何らかの形で良き盗人ディ
マスや使徒聖トマに出会ったのな
ら、聖体におられるイエスをもっと



知り、愛し、主から学び、主に倣
い、「主とよくつき合う」ために、
マリアを見つめないわけにはいきま
せん。この非常に個人的な努力をす
るなら、絶えず内的に新たにされ、
聖性と使徒職の望みに満たされま
す。そのためには、ロザリオの神秘
の黙想が助けになるでしょう。聖母
が、その真に清らかな胎内でみこと
ばが人となられることを条件なしに
受け入れられたお告げの場面から、
神が聖母を女王とし、また私たちの
母として栄光のうちにお迎えになっ
た栄光の場面までを、黙想するので
す。

「キリストへの道はつねにマリアを
通る。そして、キリストに『戻る』
道もマリアを通る。」125 聖母に、
いつも私たちの手を引いてくださる
ようお願いしましょう。特に、この
聖体の年には、言葉と行いで、聖体
の主に「御身を礼拝し」お愛しして
います、Adoro te devote! といつも



申し上げることができるよう、助け
をお願いしましょう。このようにす
るなら、愛する創立者の声が聞こえ
てくることでしょう。聖ホセマリア
は繰り返し教えられました。「マリ
アとヨセフにお願いしなさい。ベト
レヘムやナザレでのように、何らか
の形で聖櫃にもいらっしゃるはずで
すから。（…）このことを決して忘
れないでください。」126

心からの愛を込めて祝福を送りま
す。

皆さんのパドレ
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